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十
一
月
二
二
日
、
国
土
交
通
省
は
台
風
十
九
号
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
河
川
・
砂
防
・
道
路
の
災
害
復
旧
工

事
を
推
進
す
る
た
め
、
東
北
・
関
東
・
北
陸
の
各
地
整
に
出

張
所
及
び
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

 

■
国
土
交
通
省 

 

早
期
復
興
に
向
け
出

張

所

・
対

策

室

を
設

置
！ 

  

台
風
十
九
号
は
、
近
年
、
頻
発
し
た

災
害
を
超
え
る
規
模
で
発
生
し
ま
し

た
。
被
災
地
の
生
活
復
興
を
行
う
た
め

に
も
、
被
災
し
た
堤
防
及
び
道
路
等
の

早
期
復
旧
を
行
い
住
民
の
「
安
全
・
安

心
」
を
取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

そ
う
し
た
中
、
国
土
交
通
省
は
全
国

で
６
つ
の
出
張
所
と
２
つ
の
推
進
室

を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

■
過
去
の
事
例
よ
り

「早
い
対
応
」 

  

こ
こ
３
年
間
の
緊
急
対
策
と
し
て

の
出
張
所
又
は
推
進
室
の
設
置
状
況

を
整
理
す
る
と
左
表
の
通
り
と
な
り
、

年
度
途
中
で
設
置
し
、
翌
４
月
に
は

「
事
務
所
」
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
り
ま
す
。
「
予
算
成
立
を
待

っ
て
」
設
置
す
る
の
で
は
な
く
、
災
害

復
旧
を
確
実
に
迅
速
に
行
う
た
め
に

も
、
こ
れ
ま
で
の
前
例
以
上
に
、
早
期

に
事
務
所
へ
と
格
上
げ
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 

  

台風 19 号災害復旧での新設組織 

発災
月

通称
設置
月

地整 機関名

平成28年 4月 熊本地震 7月 九州
●熊本地震災害対策
推進室

H29.4 熊本復興事務所

平成29年 7月 九州北部豪雨 H30.4 九州
●九州北部豪雨復興
出張所

平成30年 7月 7月豪雨 8月 中国

●高梁川・小田川災害
復旧対策出張所
●安芸南部土砂災害
対策出張所

H31.4

●高梁川・小田川緊急
治水対策河川事務所
●広島西部山系砂防事
務所

年度
原因災害 設置機関

その他

過去 3 年間の設置事例 

整備局 事務所 出張所・室 業務概要 人員配置
権限
代行

東北 仙台河川国道 宮城南部復興出張所
阿武隈川水系内川流域で発生した土砂・洪水氾濫等の被害および国
道３４９号の法面崩壊、路肩流出等の被害について、今後の本格的な
災害復旧等を迅速かつ効率的に進める

人員は４名を専併任（河川部地域
河川調整官、地域防災調整官、局
係長２）＋併任９名

有

東北
北上川下流河
川

吉田川緊急治水対策
出張所

鳴瀬川水系吉田川で発生した堤防決壊等の被害について、今後の本
格的な災害復旧等を迅速かつ効率的に進める

人員は３名を専併任（局建設専門
官、局係長２）＋併任７名

無

東北 福島河川国道
 阿武隈川上流緊急治
水対策出張所

阿武隈川水系阿武隈川で発生した堤防決壊等の被害について、今後
の本格的な災害復旧等を迅速かつ効率的に進める

人員は４名を専併任（局課長補
佐、事務所課長、専門職、専門
官）＋併任６名

有

関東 常陸河川国道
久慈川緊急治水対策
出張所

久慈川水系久慈川で発生した堤防決壊等の被害について、今後の本
格的な災害復旧工事等を迅速かつ効率的に進める

人員は２名を専併任（総括地域防
災調整官、専門官）+併任７名

有

関東 常陸河川国道
那珂川緊急治水対策
推進室

那珂川水系那珂川で発生した堤防決壊等の被害について、今後の本
格的な災害復旧工事等を迅速かつ効率的に進める

人員は３名を専併任（総括技術情
報管理官、専門官、局係長）異動
１名（局係員）＋併任１７名

無

関東 荒川上流河川
荒川緊急治水対策推
進室

荒川水系越辺川、都幾川で発生した堤防決壊等の被害について、今
後の本格的な災害復旧工事等を迅速かつ効率的に進める

人員は３名を専併任（局課長補
佐、局係長、事係長）＋併任２３名

無

関東 高崎河川国道
嬬恋緊急道路防災対
策出張所

群馬県吾妻郡嬬恋村における、吾妻川の多量の土砂移動や河岸侵
食、国道１４４号鳴岩橋の落橋などの被害について、今後の本格的な
災害復旧工事等を迅速かつ効率的に進める

人員は２名を専併任（総括地域防
災調整官、専門官）+併任10名

有

北陸 千曲川河川
千曲川緊急治水対策
出張所

信濃川水系千曲川（長野市穂保地区）で発生した堤防決壊等に伴い、
今後の本格的な災害復旧等を迅速かつ効率的に進める

人員は５名を専併任（河川部広域
水管理官、局係長２、事務所係長
１、局係員１）

有

＊管理職ユニオン調査。



 
第 331 号         国土交通省管理職ユニオンニュース           2019 年 12 月６日 

 
 

 
【談話】防災体制の強化・拡充を強く求める 
 

 本年１０月１２日から１３日にかけて東日本を中心とする広い地域を襲っ

た台風１９号により発生した豪雨災害、その豪雨に起因する河川氾濫によって

多くの尊い命と財産が失われました。お亡くなりになられたみなさまのご冥福

をお祈りするとともに被害に遭われたみなさまにお見舞いを申し上げます。 

 日本列島は、気象条件、地形、地質等の要因により、風水害、土砂災害、地

震災害、火山災害等、あらゆる自然の猛威にさらされ、甚大な自然災害が発生

する度、関連する法律が整備され、基本計画や各施設の整備が推進されていま

す。 

 国民からの安心・安全を守る行政へのニーズは益々高まっており、国土交通

省地方整備局・国土地理院は、従来の直轄の社会資本の整備や管理に加えて、

大規模災害復興法の適用や、テックフォースを設け頻発する自然災害への対応

等、その役割と業務が急増しています。 

一方、そのニーズに応える地方整備局・国土地理院の体制は、政府の定員合理

化により、２０１５年度からは５年で１０％の定員合理化目標を示す下で、定

員が減らされ続けています。国土交通省が発足した２００１年当時、全国の地

方整備局・国土地理院で２３,０００人余りだった定員は、２０１９年度で１９,

０００人、１８％の削減となっており、本来職員が行うべき業務を期間業務職

員や業務委託を増やして対応しています。 

 さらに、自然災害発生時に最前線で奮闘する「出張所」では所長一人のみの

「一人出張所」が昨年３９箇所から本年４月は４６箇所に増加し危機的な状態

になっています。 

 国及び自治体において、防災・減災、国土強靱化に向けた取組が進展してい

ますが、地方整備局・国土地理院の防災体制は決して十分とはいえません。 

 私たち、国土交通省管理職ユニオンは、自然災害から地域の暮らしを守る公

共事業を推進するために地方整備局・国土地理院の増員、防災体制の強化・拡

充を強く求めていきます。 

                     国土交通省管理職ユニオン 

                         副委員長 星野 豊 

管理職ユニオンへ 
カンパをお願いします。 

 

 私たち管理職ユニオンは、(1)職員の増員で、国民

の「安全・安心」を守る組織体制の確立。(2)管理職

特別勤務手当制度等の充実で働きがいある職場環境

を作る。(3)再任用制度の改善、定年延長制度実現で

退職後の生活を守り、培った経験と知識を活かす。こ

と等を目的に活動しています。 

 

 管理職ユニオンは、国交省当局、人事院、内閣人事

局などへ改善に向けた申し入れを行い、管理職特勤の

創設や改善、再任用者の格付（給与）改善などを実現

してきました。 

 

私たち管理職ユニオンの運動に理解
とご支援をお願いします。１２月ボーナ
スで支援のカンパをお近くのユニオン
組合員までお願いします。 

■
乾
い
た
雑
巾
は
、 

も
う
搾
れ
な
い
！ 

  

北
陸
千
曲
川
で
は
災
害
復
旧
予
算

は
一
〇
〇
〇
億
円
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
人
員
は
専
ら
併
任
者

を
５
名
配
置
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。 

新
設
さ
れ
る
多
く
の
出
張
所
・
対
策
室

の
業
務
内
容
は
、
本
来
、
自
治
体
が
担

当
す
べ
き
災
害
復
旧
箇
所
も
担
当
す

る
『
権
限
代
行
』
も
追
加
さ
れ
て
い
ま

す
。 

ま
た
、
災
害
対
応
す
る
職
員
は
、
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
残
さ
れ
た
職
員
の
負
担

も
大
き
く
メ
ン
タ
ル
等
の
『
ひ
ず
み
』

も
生
じ
て
い
ま
す 

 

■
本
省
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
満
足
せ
ず
職
員
の

確
保
を 

 

 

十
一
月
二
十
二
日
に
本
省
・
東
北
・

北
陸
・
関
東
と
一
斉
に
記
者
発
表
さ
れ
、

新
し
い
看
板
を
掲
げ
ほ
ぼ
同
じ
時
間

帯
で
「
開
所
式
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

国
民
か
ら
の
注
目
を
集
め
る
だ
け

の
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
に
留
め
ず
、

国
民
か
ら
の
注
目
を
「
追
い
風
」
に
変

え
て
、
様
々
な
工
夫
を
行
い
、
必
要
な

人
員
確
保
を
行
う
こ
と
が
本
省
当
局

の
責
務
で
す
。 

 

□
編
集
後
記 

 

災
害
対
応
は
「
空
振
り
』

を
恐
れ
る
な
？
？
？ 

  

今
年
の
テ
ッ
ク
派
遣
は
過
去
最

大
規
模
と
の
こ
と
。
隊
員
達
の
声

を
拾
っ
て
み
る
と
「
途
中
で
行
き

先
が
変
更
さ
れ
た
」「
道
路
班
と
し

て
の
派
遣
が
、
砂
防
の
調
査
を
さ

せ
ら
れ
た
」「
排
水
ポ
ン
プ
車
に
同

行
し
た
が
、
と
に
か
く
待
機
が
多

い
。
移
動
も
真
夜
中
の
指
示
。
委

託
業
者
も
疲
弊
し
て
い
た
」
と
言

っ
た
話
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、「
日
々
の
調
査
結
果
の
求
め

ら
れ
る
量
が
多
い
」
と
の
事
で
す
。 

 

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
が
発
足
し
て

一
〇
数
年
、
整
備
局
に
「
防
災
室
」

「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
室
」
も
設
置

さ
れ
ま
し
た
が
、
国
会
議
員
等
の

雑
音
に
弱
い
一
部
本
省
・
地
整
幹

部
が
右
往
左
往
し
た
結
果
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

『
災
害
対
応
は
「
空
振
り
」
を

恐
れ
ず
』
は
、
否
定
し
ま
せ
ん
が
、

現
場
対
応
は
人
間
が
し
ま
す
。
職

員
が
「
疲
労
困
憊
」
と
な
ら
な
い

よ
う
、
過
去
の
経
験
を
活
か
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

（
Ｒ
） 


